
臨床検査科・病理診断 

眞能正幸 

臨床検査科・病理診断科は当センターに与えられた医療を推進するため精度保証された医療情報

を迅速に医療現場に提供することを使命としている。職員は医師 2名（臨床検査管理医 1名、病理

専門医 1名）、臨床検査技師 39名（非常勤技師 9名含む）と検査助手 2名で構成されている。また、

高度な専門的病理診断に対応するために 6 人の病理専門医を招聘している。日本臨床検査医学会、

日本臨床細胞学会や日本環境感染症学会の認定をうけ、認定輸血検査技師指定施設でもある。 

『精度管理』 臨床検査の精度は検査前から始まることより外来部門での採血を実施している。外

部精度管理として複数の全国規模の調査に参加している。また、輸血検査（認定技師 4 人）、細胞

検査（同 6 人）、細菌検査（同 1 人）や超音波検査（同 4 人）はそれぞれの専門学会が認定した技

師がその任務にあたり、そして人材育成にも力を注いでいる。 

『緊急検査』 緊急検査は夜間・休日(二交代一名)を含めた 24時間体制で対応している。生化学検

査、感染症検査、血中薬物検査、血液学的検査、凝固検査が含まれ、三次救急を含む救命救急医療

に貢献しており、その取扱件数は年々増加の一途をたどっている。輸血検査は管理当直者を配置し、

輸血のための血液型、クロスマッチ検査に対応して当直を行っている。また、診察前検査にも対応

して日常の外来診療の充実に尽力している。 

『輸血管理』 血液製剤の発注・検査・払出し等、輸血管理業務のすべてを検査科で一元管理する

ことで、システムの強化、リスクの軽減を図り、適正な血液製剤の安全供給を行っている。また、

副作用、使用状況や廃棄製剤などの情報を輸血療法委員会に提供することにより、さらなる血液製

剤の安全かつ適正な輸血の遂行に貢献している。 

『院内感染防止』 院内の診療レベルを図る上で院内感染対策がどの程度徹底しているかは大きな

評価ポイントである。臨床検査科から感染情報を臨床側に対し、リアルタイムで定期的に情報発信

するとともに ICT の主要メンバーとして中心的役割を果たしている。 

『病理検査(病理診断科)』 複雑な標本作製過程を少ない人数で安定して出来るよう積極的に機械

化を進め作業環境の改善のため、安全キャビネットや、プッシュ・プル換気装置付の切り出し台も

設置した。術中迅速診断を含む日常業務だけでなく、臨床各科とのカンファレンスや臨床病理検討

会（CPC）などを通して、研修医の教育や、診療レベルの向上にも寄与している。 

『生理検査』 患者の身体から出ている生体信号を調べる検査であり、循環器系、呼吸器系、消化

器系、神経系、聴覚系等の様々な分野の検査を実施している。直接に患者様と接する検査であるた

め、待ち時間を少なくし、意思の疎通を図ることを心掛け、迅速に正確な検査を提供できるように

努めている。（文責：田中恒二、眞能正幸） 
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